　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年１２月２６日
小平市教育委員会教育長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小平市立鈴木小学校給食運営委員会
委員長　　永　井　　義　明
平成２８年度 鈴木小学校給食運営委員会（第２回）について
　このことについて下記のとおり報告します。
記
日時　：平成２８年１２月１２日（月）午後０時２０分～午後１時１０分
会場　：鈴木小学校　会議室
出席者：１１人
傍聴者：０人
会議の概要
１　運営委員長挨拶
　　
２　委員紹介
　
３　会食
４　協議
（学務課長）鈴木小学校は今年度から調理業務委託が開始したことにより、今回のような運営委員会を設置することとなっている。この委員会は給食運営についてのチェックをする場となる。小平市小学校給食運営委員会設置要綱に委員の構成が載っており、給食関係者一同で、給食調理業務の運営等について議論、意見を出し合う場となる。会議は公開で行い、傍聴者がいるときもある。なお、会議内容についてはホームページで公表している学校もあるので、他校それぞれの会議の記録を見ることもできる。
（保護者）献立内容もバラエティに富み、家庭でもとても参考になる。子どもも家のメニューも給食のようなメニューにしてほしいというくらい、給食が楽しみなようだ。給食のメニューを家庭でも作ってみたが、子どもにちがうと言われた。
（栄養士）献立を紹介するレシピの配布を行っているので参考にしてもらえるとうれしい。
（保護者）試食をして、かみごたえのあるものが多いと思った。家庭でも気を付けていこうと思った。

（委託会社）今年度の４月から受託している。手間を惜しまず、見た目や食べやすいものを作ることを心掛けている。日々の給食は子どもたちの成長に非常に大切なものと感じている。
　　学校で子どもたちと接することで、調理員もやる気につながっている。保護者の方にも忌憚のないご意見をいただきたい。子どもたちの思い出に残る給食づくりをしていきたいと思っている。

（栄養士）残菜についてだが、児童数が少ない学校なので全体量も少ないが、子どもたちは落ち着いてよく食べていると思う。なるべく、魚料理を出したいを思い、特に切り身の魚を使った魚の献立を出すようにしている。
５　質疑応答

（保護者）野菜の高騰の影響はあるのか。
（栄養士) 果物の大きさや、組み合わせで調整したり、食材の選択などで工夫したりして、決められた給食費の範囲で提供している。
（保護者）給食で窒息事故を聞いたことがあり、家庭でも口にたくさん詰め込んでしまうことがあるが、気を付けていることはあるか
（栄養士）切り方なども適度な大きさになるようにしたり、よく噛むような指導をしたりしている。
６　その他

　　なし
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